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地震への備えは

万全ですか ?

建物の耐震診

断・耐震改修工

事に補助金を交

付します。

□/開発建築課
a463-2585

めきが繭毘活動三ユースレター
□/市民活動支援ステーション・シエア活動センター 谷463-1417

科学 と芸術の コラボ レーシ ョンで相互の分野発展 に貢献 !

今回は、科学と芸術を繋いで様々な活動している、「特炉」  動しています。

認定NPO法人 科学芸術学際研究所 STA」 の代表・高木  Q口今後の展望について教えてください。

隆司さん、事務局長・カロ藤洋一さん、事務局・伊藤純子さ  A.よ リー層、活動の幅を広 |ザ ていきたいと思つていま

んにお話を伺いました。                   す。研究者に対しては、関心のある研究を自由に行う中

Q.会を立ち上げた経緯と目的を教えてください。        で、自分には無い発想の方とかかわることで、多くの気

Al結晶構造を調べる結晶学の研究をしていた渡遅泰成先生   付きが得られるような機会を提供してしヽきたいと思いま

が、「科学の中で現れた現象や構造パターン使つて、芸術   す。一方、芸術家に対しては、さまざまな研究発表や、

作品に活かすことができるのではないか」、「科学と芸術を   科学の現象を、作品作りのきっかけにしていただきたい

「イスタ展」は、年に1度、朝霞市中央公民館で、主に   ていただき、いろいろな研究や倉」作に取り組んでいただ

会員が作つた作品や研究を発表する展覧会を開催してい   くことで、永続的に続いてしヽける骨太の団体にしていき

ます。昨年度は、成人向け市民講座「放射線とのつき合   たいと思つています。

い方」、子ども向けワータショップ「浮力ってなあに?」  ～団体からのお知らせ～イスタサロンに参力□してみませんか?

結び付けて、お互いの活動の幅を広げていきたい」と考え、

2004年 に団体を立ち上げました。

Q=会の活動内容を教えてください。

A.「イスタ展」、「イスゲサロン」、「イスタビエンナーレ」の

3本柱で活動しています。

も同時に開催しました。
「イスタサロン」は、 2か月に 1度、当会の事務所で、

会員が現在研究していることや倉」作活動などさまざまな

テーマについて発表を行つています。発表内容は、ホー

ムページに掲載しております。会員以外の方の参力□も歓

迎ですので、内容に興味をお持ちになった方には、ぜひ

イスタサロンに参カロしていただきたいと思います。
「イスタビエンナーレ」は、2年に 1度、東京にある画

廊で展覧会を開催しています。会には、科学に関心のあ

る芸術家の会員がおり、そのような芸術家の作品発表の

場となっています。

その他、「あさか市民活動まつり」へのブース出展や、

毎年お台場で開催の「サイエンスアゴラ」への出展、科

学に関するワーワショップの開催など多岐にわたって活

と考えています。一般的には、科学と芸術は、全く関連

性のない分野だと思われるかもしれませんが、私たちの

活動を通 じて、それぞれの研究や活動のヒン トを与える

ことができるので、とても面白くやりがいを感じています。

今後も、多くの方に私たちが取り組む活動に魅力を感 じ

日時/原則奇数月の第 2± 0琶 日

活動場所/事務所 (朝 霞市北原

2-5-28 鈴木第ニビル211)

□/1sta,desk08④ nptt ista org

※このコーナーは、主に朝霞市内

でNPOな どの市民活動を行つて

いる団体にイングビユー した内

容を掲載 しています。活動内容等

の詳細につきましては、団体にお問い合わせください。

☆メールマガジン配信のお知らせ☆

市民活動に関する情報や市民活動団体によるイベン トの

お矢□らせ等について、毎月メールマガジンを配信 しています。

配信を希望する方は市民活動支援ステーション・シエア活

動センターまでお問い合わせください。

午後 3時から

「イスタサロン」の様子
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